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仕事の事の

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
を

　
  

考
え
る
つ
ど
い 

in 

宮
古
島
」を
開
催
！

Point

平
成
24
年
３
月
15
日
（
木
）
に
宮
古
島
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え

る
つ
ど
い
in
宮
古
島
」
と
題
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
！
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
の
関
心
・

理
解
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、平
成
24
年
３
月
15
日
（
木
）
に
「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
つ
ど
い
in
宮
古
島
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
宮
古
島
市
内
の
地

方
自
治
体
職
員
及
び
交
通
事
業
者
、

障
が
い
者
団
体
、
一
般
市
民
の
皆
様

等
の
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
人

間
科
学
科
の
髙
嶺
豊
教
授
が
、「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
作
成
の
必
要
性
：

障
が
い
者
の
権
利
の
立
場
か
ら
」
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
髙
嶺
教
授
は
、

自
身
が
ハ
ワ
イ
で
暮
ら
し
た
時
に
感

じ
た
こ
と
と
し
て
、
日
本
と
ハ
ワ
イ

で
は
障
が
い
に
対
す
る
捉
え
方
が

違
っ
て
い
て
、
同
じ
障
害
が
あ
り
な

が
ら
社
会
で
の
ハ
ン
デ
ィ
が
違
っ
た

こ
と
、
身
体
的
な
機
能
障
害
と
社
会

環
境
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年

は
障
害
者
の
権
利
に
対
す
る
理
解
の

高
ま
り
や
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
に

よ
り
、
社
会
的
・
物
理
的
環
境
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
と
い
う
動
き
が

世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
し
、
県
内
で
初
め
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
策
定

す
る
宮
古
島
市
に
、
県
内
市

町
村
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

期
待
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
N
P
O
法
人
脳

文
庫
の
喜
久
里
美
也
子
代
表

か
ら
「
速
攻
！
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
は
肝
心
（
ち
む
ぐ
く

る
）
で
」
と
題
し
、
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め
に
は
、

気
づ
く
こ
と
、
声
を
か
け
る
こ
と
、

相
手
の
思
い
に
添
う
こ
と
、
共
に
喜

び
合
う
（
肝
心
）
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に

白
内
障
体
験
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
見

え
に
く
い
色
、
見
る
こ
と
が
で
き
る

色
を
確
認
し
、
障
が
い
を
持
つ
人
た

ち
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
お
話
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
琉
球
大
学
の
髙
嶺
豊
教

授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
下
、
沖
縄

脊
髄
損
傷
者
連
合
会
の
仲
根
建
作
会

長
の
ほ
か
、
各
分
野
を
代
表
す
る
パ

ネ
リ
ス
ト
（※

）
ら
６
名
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り
」
に

関
し
て
、
他
県
の
取
組
み
や
自
身
の

取
組
み
、
宮
古
島
市
内
の
学
校
や
建
物
、

道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
状
況
に
つ

い
て
、
写
真
な
ど
で
紹
介
し
な
が
ら
、

各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
専
門
的
な
立
場
か

ら
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
様
々

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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